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実践のテーマ：ふるさと教育の深化と発信 「ジオの谷 根知から―ふるさとの魅力を世界に発信！」

実践の概要 今年度、５・６年生は地域おこしイベントに参加し、ふるさと糸魚川の魅力を発信してきた。「知ること、調べるこ
と→実際に体験すること、地域の人にインタビューすること→地域の人と一緒に活動すること、発信すること」の学習の流れで
より深い学びにつなげてきた。

単元名：（５・６学年）図画工作･･･オリジナルゆるキャラ制作
総合的な学習の時間･･･商品（缶バッジ）制作と販売活動
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図画工作・・・これまで、地域学習を通してふるさと糸魚川の魅力を学んできた。一人ひとりが
ふるさとを題材としたオリジナルのゆるキャラをデザインし、ふるさとの素材を生かしたゆる
キャラを制作した。

総合的な学習の時間・・・地域イベントの主催者からイベントへの参加依頼がある。地域の魅力
を発信するには自分たちに何ができるかを考え、図画工作で考えたオリジナルのふるさとゆる
キャラを缶バッジにして販売することを決めた。それぞれが考えたふるさとゆるキャラが商品
として販売するには様々な工程があり、一つの商品が商品として完成していくまでのプロセス
を学ぶとともに、自分の創ったゆるキャラが缶バッジとしてできあがることの喜びを体感した。

総合的な学習の時間・・・販売活動では、商品を購入してもらうには何が必要かを考え、お客様
目線で議論した。ポップ制作や商品の袋詰めをすることで購入しやすい環境を整えること、自
分たちで商品の説明を丁寧に行い、積極的にお客様に働きかけることを考えた。

＜成果＞
・イベントの主催者から学校へ来ていただき、子どもたちに直接依頼して
もらうことで、何ができるかを自らの課題として考えることができた。ま
た、商品制作から販売に至るまでの工程で、実社会の中では様々な仕事
があり、多くの人の手を経て商品となることを学んだ。

＜課題＞
・商品販売では、原価がほとんど掛からない缶バッジであったため、利益
のみの販売活動となってしまい、利益を考えたり、原価を割ってしまう等
の「失敗体験から学ぶ」という視点が弱かった。
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